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海陸風は吹いているのか～不知火海の風を探る～

 

Are Sea and Land Breezes Blowing?~Researching Shiranui Wind.~
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　１目的 

　不知火海では海陸風が吹き、それが不知火現象の発生条件の一つとして重要であるということが不知火現象

についての研究で分かり、海陸風に興味を持った。そこで、不知火海を吹く風の特徴や海陸風の有無を調

べ、海陸風の発生原理を実験で確かめることにした。 

　２ 研究内容 

　Ａ「海陸風の有無～1日の中での風の吹き方～ 

　松島の風向、風速のデータ（2011年～2020年）をまとめると昼は南西の風、夜は北東の風が多く吹き、昼

と夜に風速が速く朝と夕方に遅くなった。これは海陸風の特徴と似ており不知火海に吹いている風は海陸風で

はないかと考えた。 

　Ｂ「海陸風の原理」 

　砂と水の比熱の違いを調べる実験から砂の方が比熱が小さいこと、海陸風のモデル実験から温度差があれば

その間で風が吹くことが分かった。実際の気温、表面海水温を比べると陸と海で温度差があり昼と夜で温度関

係が逆転している。よって不知火海では海陸風が吹いている。 

　Ｃ「不知火海でいつ、どのくらい吹いているのか」 

　各月での穏やかな天候の日における松島と八代の両方で海風と陸風が吹いた日数を求め、穏やかな天候の日

に海陸風が吹いた日の割合を求めた。不知火海では1年中海陸風が吹いていること、夏より冬の方がよく吹く

こと、穏やかな日であっても海陸風が必ず吹くとは限らないことが分かった 

 

　３ 研究のまとめ 

　不知火海では冬に海陸風が発生しやすくなること、穏やかな日に海陸風がふく可能性はあまり高くないこと

が今回の研究で分かった。しかし、風は海陸風以外にもあるので海陸風との関係性を知りたい。
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